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モンゴル北部森林ー草原境界域におけるカラマツと土壌の窒素同位体比の空間変動
Spatial variations in larch and soil nitrogen isotope ratio along forest-grassland gradient
in northern Mongolia

藤吉麗 1∗ ;辻村真貴 2 ;ロペスラリー 3 ;杉本敦子 4

FUJIYOSHI, Rei1∗ ; TSUJIMURA, Maki2 ; LOPEZ, Larry c.m.3 ; SUGIMOTO, Atsuko4

1 北海道大学大学院環境科学院, 2 筑波大学生命環境系, 3 山形大学農学部, 4 北海道大学大学院地球環境科学研究院
1Graduate School of Environmental Science, Hokkaido University,2Faculty of Life and Environmental Sciences, University of
Tsukuba,3Faculty of Agriculture, Yamagata University,4Faculty of Environmental Earth Science, Hokkaido University

植物と土壌の窒素同位体比は生態系の窒素動態の指標としてその有用性が広く知られており、窒素同位体比の変動が
窒素動態の変化を意味する。全球的な空間スケールにおいて窒素同位体比は気候に沿った変動傾向を示すことが明らか
になってきたが、その変動が示す具体的な窒素動態の変化についての解釈が進んでいない。
本研究は、モンゴル北部の森林―草原境界エコトーンに注目し、微気候の勾配に沿って優占植物であるシベリアカラ

マツと土壌の窒素同位体比の変動とその変動の示す窒素動態についての調査研究を行った。
2004年から 2012年の間、5月から 8月の期間において、7つの調査域でカラマツの葉と土壌 (表層～50cm深)を採取

した。
その結果、カラマツ葉、土壌の窒素同位体比とその差 (∆δ15N)は森林―草原の勾配に沿った変動を示し、有機層の堆

積様式 (mor/mull)の変化と対応していた。∆δ15Nは葉の炭素同位体比、土壌の C/N比と有意な相関を示したことから、
水分・光環境と土壌の窒素利用性が窒素同位体比の空間変動と関係していることが示唆された。観測された同位体比を
説明する窒素プロセスについて、土壌に存在する生物利用可能な窒素についての同位体質量収支からの説明を試みた。
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